
令和８年度 学校経営計画 
 
１ 教育理念 
    「つながり合い 学び合う」 
     ・すべての人が地域の中で自分らしく、つながり合う共生社会の推進に貢献する学校 
     ・一人一人の人権・個性を尊重し、自立と社会参加を目指し、仲間と共に学び合える学校 
 
２ 学校教育目標 
    夢に向かって「いきいき」「なかよく」「すこやかに」 学びのびゆく人     
      小学部 「めあてをもって、ともだちと一緒に、自分から活動できる児童」              
      中学部 「仲間と協力して、進んで活動に取り組む生徒」       
 
３ 具現化の柱  〇3年後の目標 

【授業】自立に向けた９年間の学びが社会参加につながる学校  
     〇 一人一人のやりがいと手ごたえのある学校生活を授業が支えている 
     〇 適切な自立活動の目標設定(個別の指導計画)と地域・保護者（学園）も参加する教育課程 

が両立している                                       
〇 OJTにより教職員が専門性を高め合っている         

  【連携】地域と学校と家庭（学園）とが共に豊かに育つ学校 
       〇 キャリアパスポートを活用し、一人一人が自己理解を深め、自分らしく将来のことを夢見てい 
          る 
       〇 「福用に分教室があって良かった！」と感じてもらえる学習活動を展開している 
       〇 自分の好きや得意をスポーツや芸術、読書で表現し合っている 

    【安心】自他を大切にする心と体が育つ学校 
         〇 一年を通して、多方面に身を守るための知識や技術が身につく学習を進めている 
         〇 教職員は、自分事として安全研修、安全訓練、環境整備を進めている 
         〇 教職員は「守るために学ぶ」姿勢を持っている 
 

４ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）  ＊「業務改善」についても記入する。（下線部分）                                                    
 取組目標 達成方法(取組手段) 成果目標 担当部署 

授
業 

ア  
「やりがいと手ごたえ
のある」授業の実践 

・児童生徒一人一人に合った目標設
定と魅力ある教育活動を備えた授業
実践 
・児童生徒の『なかよくかかわる』姿
を想定した実践と、見取りによる授業
改善 
・一人一台端末活用推進のための情

報発信と環境整備・情報リテラシーの
研修及び授業 

・どの児童生徒も『か
かわり』中でやりがい
と手ごたえを感じて授
業に取り組んでいる 
 
 
・児童生徒は、日々の

授業の中で情報機器
を活用し、主体的に学
んでいる 
 

研修課 
各学部 
 
 
 
 
情報教育課 

イ  
学びが社会参加につ
ながる教育課程の再
編 
 

・実態把握に基づく統一様式・個別の
指導計画の作成研修（＊） 
・学指導要領を基にした、適切な個別
目標の設定と系統性を押さえた年間
指導計画の整理・改善（３年サイクル
の見直し） 
・計画的に予算執行と適正な事務処
理業務の進行（＊） 

 

・教職員は、個別の教
育支援計画、指導計
画を活用し、児童生
徒の夢や目標の実現
を支えている 
 

教務図書課 
各学部 
自立活動部 
 
 
 

ウ  
教職員の専門性の向
上のためのシステム

・OJT研修を活用した専門的知識及
び指導技術の向上のための研修体
制づくり（＊） 

・教職員一人一人が
主体的に研修に参加
し特別支援教育の知

各分掌課 
各学部 
管理職 



作り ・外部講師による、教科の視点をもっ
た合わせた指導の授業づくりの研修 

識や技術を高めてい
る 

 

連
携 

ア  
児童生徒が主体的に
取り組むキャリア教育
の推進 

・生活年齢や発達段階に応じた学部
ごとのキャリア教育職員研修の実施 
・９年間積み重ねるキャリアパスポート
の作成と活用（授業の振り返り、生徒
面談等）及び保護者面談や個別支援
会議での活用 
 

・児童生徒が学習を
記録し、振り返ること
で自己理解を深めて
いる 
  

各学部 
キャリア教育 

 
 

イ 
地域の特色を生かし
た交流活動の推進 
 

・外部講師の招聘や地域資源の活用

拡大（＊） 

 

 

・小中高等学校や地域のニーズを踏
まえた学習支援、学校間交流や交流
籍を活用した共同学習を実施 
・小・中学部の作品交流の実施 
・SNSによる学校活動の情報発信 
 

・児童生徒や地域が
参加する学習・活動
の機会が広がってい
る 

・交流及び共同学習
により、互いに成果を
確認することができて
いる 

各学部 

 
 
 

コーディネー
ター 
 

ウ  
生活に広がるスポー
ツ・芸術・読書活動の
拡充 

・外部団体によるスポーツ、芸術に触
れる機会の充実 
・全校で取り組むスポーツフェスティ
バルの開催 
・読書週間等の、読書に親しむ機会を

年間指導計画に位置付ける 
・一人一作品、校内外への作品展への
参加 
・キャリアパスポートへの記録と振り返
り 

・どの児童生徒も、体
を動かす楽しさや好き
な表現方法を見つけ
ている 
・どの児童生徒も読ん

でみたい本や好きな
本を見つけている 
 

体育部 
各学部 
 
 
教務図書課 

安
心 

ア  
学校安全計画の更新
と自他を大切にする
心の育成 
 

・性の指導全体計画（CMマップ）の
見直しと授業での活用 
・人権教育・道徳全体計画を活用し
た授業の実施と人権チェックによる指
導の改善 
・危機管理マニュアルに基づく訓

練と研修により、教職員自ら安全行
動の習得 
 

・児童生徒は、自他を
大切にする知識と行
動を身につけている 
 
 
・教職員は、児童生徒

の安全に対する想像
力を働かせて、日々の
業務にあたっている 
 
 
・児童生徒が自ら命
を守る行動をとること
ができている 
 
 

生徒指導課 

保健給食課 

防災課 イ  
事故や大規模災害に
備えた危機管理体制
の強化 

・多様に想定した避難訓練と防災
学習 
・事故や災害時に備えたマニュア
ル整備及び家庭（学園）との連携 
・定期的な危険予知訓練の実施 
・毎月の各教室、施設の日常及び防 
災・防犯上の安全点検の実施 
 

ウ  
守るために学ぶ教職
員の育成 

・業務内容の見える化と業務分担の
定期的な見直し（＊） 
・新会議計画に基づく休憩時間と授
業準備時間の確保（＊） 

・教職員は、授業準備
や分掌業務に十分取
り組めている 
 

管理職 
各学部 



・校内の職員や外部講師を活用した
CARE-UP研修（不祥事根絶研修）

を毎月実施 
・多様な小グループでの座談会実施 
 

・教職員は人権感覚
を磨き、児童生徒や保

護者・同僚の人権、多
様性を尊重している 

 


